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自然科学研究機構 ミッション実現戦略事業

泉浦秀行（国立天文台）

OISTER FY2023 運営報告

大学間連携によるマルチメッセンジャー天文学共同研究



事業名：大学間連携による光学・赤外線天文学研究教育ネットワークの活用

第一期



平成２３年６月２２日、事業への
協力について、参加８機関の総
長、学長および機構長が合意。
参加機関は；北海道大学, 東京
大学, 東京工業大学, 名古屋大
学, 京都大学, 広島大学, 鹿児島

大学、および自然科学研究機構
国立天文台の８機関。

さらに平成２４年度から新たに：
・兵庫県立大学
日本国内最大の

口径２メートル「なゆた望遠鏡」

なゆた望遠鏡

県立ぐんま天文台1.5m望遠鏡

・埼玉大学

口径0.55メートル望遠鏡と、
ぐんま天文台1.5メートル望遠鏡

が連携事業に参加。
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事業名：大学間連携による光学・赤外線天文学研究教育ネットワークの活用

第二期
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1. 事業骨子

大学と国立天文台によるマルチメッセンジャー天
文学の教育・研究拠点構築

大型望遠鏡だけでは困難な機動的、継続的な観
測による先端研究分野の開拓

突発天体の重点観測による時間領域天文学
(Time Domain Astronomy) 研究の促進

2. 科学目的

大学所有の中小口径望遠鏡ネットワークを活
用し、機動性に富む可視光・近赤外線での多
モード連続観測を使った研究を推進する

重力波源、ニュートリノ源、ガンマ線バーストや
超新星等の突発現象や変光・変動天体を共同
で観測し、それらの物理状態を研究する

3. OISTERの主な活動

・突発天体観測用データアーカイブシステムの共同開発

・突発天体即時アラートシステムの整備と運用

・観測データ解析システムの共同開発

・情報共有環境の整備（ML, HP, WiKi）
・観測環境の整備（装置ステータス監視システム、等の開発）

・プロポーサル制による連携観測計画導入

・滞在型観測実習（大学院生を対象に他大学・機関に滞在）

・ワークショップ開催（1回/年）、進捗報告会（6回/年）

・オンライン講演会、講習会の開催

・共同研究・開発環境の維持（観測装置開発協力、実験ス
ペース、等）

大学間連携による光学・赤外線天文学研究教育ネットワークの活用
マルチメッセンジャー天文学の拠点創出
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滞在型観測実習

 各大学の望遠鏡・装置・スタッフの「多様性」を活用

 希望者（主に大学院生）と実習先をマッチング

 実習先のスタッフが観測実習・研究指導を実施

 若手研究者の観測・データ解析能力の向上

 所属大学以外の望遠鏡や観測装置を利用した
り、研究分野の合ったスタッフから直接指導を
受けられることで、幅広い専門性・視点・思考力
を持つ人材を育成

系統的・機動的な観測・特徴あるサイエンス

大学基盤の整備／学生教育

・連携事業経費での人員雇用や設備・システムの整備

・個々の大学の設備・装置だけでは出来ない観測研究や実地教育が可能

・個々の望遠鏡だけでは達成不可能な観測カバー率を実現

・学生や若手研究者が最先端天文学の一翼を担う貴重な機会となり、大学の研究力の向上に貢献

・多用な観測モード：撮像、分光、偏光撮像・分光を同時に実現
・多バンド観測：可視～近赤外線の多バンドで同時に
・多地点観測：天候補償
・多経度・緯度：海外の天文台との連携による途切れの無い連続観測、南半球天体の観測も実現
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1. 事業骨子
大学と国立天文台の協力によるマルチメッセンジャー天文学の新たな展開
前中期計画期間（平成28年度～令和３年度）の成果である重力波源 (GW170817)の観測とニュートリノ放射
源(TXS 0506+056)の同定観測成功を受けて、大学の持つ望遠鏡群を主とした機動的、継続的な観測による
マルチメッセンジャー天文学の研究・教育プログラムを実施し、大学教員と学生が先端研究分野の研究に直接
かかわることで大学の研究力強化を図る。

2. 科学目的
マルチメッセンジャー天文学による宇宙高エネルギー現象の解明

1 重力波天体の追求観測による起源とメカニズムの解明
2 連星中性子星の進化と起源の解明
3 高エネルギーニュートリノ放射天体のメカニズムを解明
4 Fast Radio Burst (高速電波バースト) 天体の正体を解明

3. 主な活動計画
・重力波、ニュートリノ観測と連携した突発天体即時アラートシステムの整備と運用
・クラウド等を利用した観測データ・解析リソースの共有・共同利用システムの開発
・滞在型観測実習（大学院生を対象に他大学・機関に滞在）等による大学の垣根を越えた研究・教育交流の促進

次期中期計画期間（2022年度-2027年度）の計画案

7



8

 事業期間
平成23年度から始まり、平成29年度から２期⽬の５年間。
このたびは令和４年度から新たに６年間⾏う予定。

 主体機関 (学長/総長名による協定調印)
・北海道大学（1.6m ピリカ望遠鏡）,
・埼玉大学（0.55m 望遠鏡）,
・東京大学（1.05m 木曽シュミット望遠鏡),
・東京工業大学 (0.5m MITSuME 明野),
・名古屋大学 (1.4m IRSF),
・京都大学 (京大3.8mSeimei望遠鏡）,
・兵庫県立大学 (2.0m なゆた望遠鏡),
・広島大学 (1.5m かなた望遠鏡),
・鹿児島大学 (1.0m 望遠鏡),
・自然科学研究機構（国立天文台 0.5m MITSuME 岡山、1.05mむりかぶし望遠鏡）

 協力機関
ぐんま天文台 (1.5m 望遠鏡),
京都産業大学 (1.3m 荒木望遠鏡),
美星スペースガードセンター (1.0m 望遠鏡)

・本事業に関する重要事項（運営方針、予算配分、等）は、各参加機関の代表者による協議会において決定する。

第三期（参加大学・機関）



•第四期中期目標 （令和4年2月28日文部科学大臣提示）
Ⅰ教育研究の質の向上に関する事項
２ 共同利用・共同研究 
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大学間連携によるマルチメッセンジャー天文学共同研究

•第四期中期計画 （令和4年3月30日文部科学大臣認可）
Ⅰ教育研究の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置
２ 共同利用・共同研究に関する目標を達成するための措置

自然科学研究機構 ミッション実現戦略事業

   ↓
(すばる望遠鏡も含む)



https://www.nins.jp/en/site/nica-new/

光・赤外線天文学研究・教育ネットワーク(OISTER)の予算
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2018年度
2019年度
2020年度
2021年度

65,000千円
65,000千円
65,000千円
65,000千円

・第一期はフロンティア予算として直接文科省から予算措置された。

・第二期の2017年度からは、自然科学研究機構のNICA事業の一部として予算措置された。
・第三期からは、自然科学研究機構の獲得した予算（ミッション実現分等）から国立天文台に

配分された一部から措置されている。

第一期予算
2011年度 99,858千円
2012年度 99,858千円
2013年度 96,862千円
2014年度 73,000千円
2015年度 56,000千円
2016年度 56,000千円

第二期予算
2017年度 65,000千円

第三期予算
2022年度
2023年度

65,000千円
65,000千円

http://www.nins.jp/en/site/nica-new/


第２期（平成２８年度～令和３年度）からは

自然科学大学間連携推進機構
NINS Inter-University Cooperative Association :NICA

OISTER
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これまでの活動に関し公表されている報告記事など
第一期（FY2011～2015）
天文月報特集号 2016年2月号、3月号
 「光・赤外線天文学大学間連携」特集（1）、（2）

第二期(FY2016～2021)
White Paper（2021）
 「光赤外線天文学大学間連携OISTERで拓く新しい天文学」

国立天文台の国際外部評価（FY2021末）
 https://www.nao.ac.jp/about-naoj/reports/external-

review.html

第三期(FY2022～2027)
現在活動中

通期(FY2011～)
OISTER Web Page （ https://oister.kwasan.kyoto-u.ac.jp/ ）
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この一年の運営活動の報告
国立天文台Ａプロジェクト相当の Goals and Missions の策定

 書面上の代表：泉浦秀行（国立天文台の文書なので）
 実質代表：太田耕司（連携専任特定准教授の所属先代表）
 まだ国立天文台のウェブページでは更新されていない。

 FY2022の機構への報告書の作成
評価基準について連携協議会へ諮った後に機構へ報告

 社会へのインパクト（研究成果のプレスリリース、Web リリース等の回数）
 連携強化への取組（連携観測課題数及び共同観測夜数のべ数）
 研究力強化への取組（研究会、ワークショップ等開催数）
 人材育成への貢献（連携事業による学位、学士・修士・博士号取得者数）

国立天文台の国際外部評価の報告書への対応方針策定協力

 FY2023の予算配分のとりまとめ
 当初配分＋追加配分（希望調査、ピアレビュー、採択案）

 FY2024の台内の予算配分要求手続き

協議会委員の退会（関口）、交代（河合→谷津、土居→宮田）、
継続の手続き
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https://www.nao.ac.jp/recommend/mission/14

（←つまり、まだ新版に改訂されていない）
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（注：2028 Marchはタイポ）



この一年の運営活動の報告（まとめ）
参加大学の関係各位と協力しOISTERの運営を無難に行った。
国立天文台の代表に泉浦が就任した。
参加機関へ予算配分を行った。
諸々の書類作成や手続きを行った。

これからについて
 FY2024の予算配分の作業をこの3月下旬から始める予定。
できるだけ連休前に予算配分をすべて済ませることを目標。
ご協力よろしくお願いいたします。

文科省の４年目評価が極めて重要とのこと（執行部談）
引き続き、来年度、再来年度も成果を挙げて行きましょう。
論文やプレスリリースの数
中期目標に対しての実績
特にマルチメッセンジャー天文学
がチェックされるとのことです。
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この一年の運営活動の報告（まとめ）
参加大学の関係各位と協力しOISTERの運営を無難に行った。
国立天文台の代表に泉浦が就任した。
参加機関へ予算配分を行った。
諸々の書類作成や手続きを行った。

これからについて
 FY2024の予算配分の作業をこの3月下旬から始める予定。
できるだけ連休前に予算配分をすべて済ませることを目標。
ご協力よろしくお願いいたします。

文科省の４年目評価が極めて重要とのこと（執行部談）
引き続き、来年度、再来年度も成果を挙げて行きましょう。
論文やプレスリリースの数
中期目標に対しての実績
特にマルチメッセンジャー天文学
がチェックされるとのことです。

がんばりましょう！
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